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口
承
文
芸
と
し
て
の
宣
巻
と
明
末
清
初
の
宝
巻辻

　
　
　
　
　
リ
　
　
ン

一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
明
末
清
初
に
お
け
る
宝
巻
の
流
傳
と
そ
の
宣
講
状
況
を
考
察
し
、
宝
巻
変
遷
史
に
お
け
る
転
換
期
の
様
相
の
一
端
を
う
か

が
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　
宝
巻
は
中
国
に
お
け
る
唱
導
文
学
の
典
型
的
な
も
の
で
、
時
代
よ
っ
て
作
品
に
濃
淡
の
差
こ
そ
あ
れ
、
す
べ
て
宗
教
性
を
帯
び
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
の
説
経
節
に
対
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
因
果
応
報
を
説
く
と
い
う
宗
教
的
な
役
割
と
そ
れ
に
即
し
た
独
自
の
形

態
を
保
ち
な
が
ら
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
物
語
を
含
む
叙
事
的
な
も
の
が
多
く
な
り
、
宗
教
的
な
も
の
か
ら
文
学
的
な
も
の
へ
傾
き
、

娯
楽
性
を
強
め
て
い
く
流
れ
が
み
ら
れ
る
。
民
国
年
代
に
盛
行
し
た
い
わ
ゆ
る
「
新
宝
巻
」
は
、
も
は
や
唱
導
文
学
と
も
よ
べ
な
い
ほ
ど

宗
教
性
が
希
薄
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
世
俗
性
・
娯
楽
性
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
主
に
資
料
の
蒐
集
と
整
理
に
力
が
注
が
れ
、
宝
巻
の
書
誌
学
的
研
究
と
そ
の
背
景
と
な
る
宗
教
的
研
究
が
中
心

で
あ
っ
て
、
宝
巻
文
学
の
担
い
手
や
享
受
者（

（
（

、
宝
巻
の
上
演
形
態
や
状
況
に
つ
い
て
、
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
宝
巻
は
庶
民
文
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芸
の
宝
庫
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
変
遷
史
の
視
点
か
ら
、
と
り
わ
け
明
末
清
初
の
実
態
が
い
ま
だ
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
明
末
清
初
に
現
存
す
る
物
語
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
宝
巻
の
変
遷
史
に
お
け
る
時
代
区
分
は
澤
田
瑞
穂
「
宝
巻
の
変
遷
」
に
詳
し
い
論
考
が
あ
り（

（
（

、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず

澤
田
に
よ
る
研
究
に
即
し
て
簡
単
に
ま
と
め
る
。
唐
代
佛
教
寺
院
の
俗
講
を
起
源
と
す
る
宝
巻
は
、
嘉
慶
一
〇
年
（
一
八
〇
五
）
を
一
応

の
画
期
と
し
て
、
古
宝
巻
時
代
と
新
宝
巻
時
代
に
大
別
さ
れ
る
。
古
宝
巻
時
代
は
、
羅
祖
が
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
に
刊
行
し
た
五
部

六
冊
以
前
の
仏
書
に
類
す
る
原
初
宝
巻
期
、
五
部
六
冊
と
そ
の
影
響
を
受
け
て
刊
行
し
た
「
説
理
本
意
、
一
宗
の
経
典
と
し
て
の
宝
巻
」

が
盛
行
さ
れ
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
教
派
宝
巻
期
、
清
の
康
煕
三
～
四
十
年
（
一
七
〇
〇
年
前
後
）
か
ら
嘉
慶

初
期
に
か
け
て
の
清
朝
政
府
の
邪
教
取
り
締
ま
り
と
宗
教
活
動
の
隠
密
化
に
よ
る
宝
巻
の
「
沈
衰
期
」
に
細
分
さ
れ
る
。
嘉
慶
一
〇
年
を

転
機
と
し
て
民
国
に
至
る
ま
で
は
新
宝
巻
時
代
と
す
る
。

　「
沈
衰
期
」
と
は
、
宝
巻
の
変
遷
史
に
お
い
て
、
新
宝
巻
時
代
と
古
宝
巻
時
代
の
間
に
挟
む
百
年
余
り
の
時
期
を
指
す
。
原
初
宝
巻
・

教
派
宝
巻
を
含
む
古
宝
巻
は
、
内
容
面
か
ら
み
る
と
、
宗
教
的
な
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
に
対
し
て
、
新
宝
巻
は
、
物
語
性
・
娯
楽
性
が
強

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
版
面
か
ら
い
え
ば
、
古
宝
巻
は
、
宗
教
の
経
典
と
し
て
、
装
幀
の
き
れ
い
な
美
本
も
多
く
出
版
さ
れ

て
い
た
が
、
新
宝
巻
と
さ
れ
る
現
存
す
る
嘉
慶
以
降
の
も
の
は
、
粗
末
な
抄
本
や
石
印
本
が
ほ
と
ん
ど
で
、
読
物
と
し
て
出
回
っ
て
い

た
。
こ
の
間
に
挟
む
百
年
余
り
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
正
徳
初
年
以
来
こ
の
時
期
ま
で
の
約
二
百
年
間
を
教
派
宝
巻
時
代
と
す
る
。
そ
れ
以
降
、
雍
正･

乾
隆
を
経
て
嘉
慶
十
年
の
白
蓮

教
平
定
に
い
た
る
約
百
十
年
間
は
宝
巻
全
体
に
と
っ
て
の
沈
衰
期
で
あ
り
、
教
派
宝
巻
に
と
っ
て
は
、
潜
匿
期
で
あ
っ
て
、
め
ぼ
し

い
作
品
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
。（
澤
田
瑞
穂
『
増
補 

宝
巻
の
研
究
』
三
四
～
三
五
頁
）



43 口承文芸としての宣巻と明末清初の宝巻

　
つ
ま
り
、
明
末
か
ら
清
の
嘉
慶
年
間
に
至
る
ま
で
は
、
従
来
の
教
派
宝
巻
の
よ
う
な
形
で
は
、
テ
キ
ス
ト
が
現
れ
て
こ
な
く
な
っ
た
た

め
、
こ
の
時
期
は
、「
宝
巻
全
体
の
沈
衰
期
」
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
教
派
宝
巻
以
外
の
民
間
宝
巻（

（
（

も
こ
の
状
況
に
あ
る
と
一
概
に
言

い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
民
間
宝
巻
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
異
な
る
説
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
李
世
瑜
は
同
治
・
光
緒
以
降
と
し
て
い
る（

（
（

。
一

方
、
車
錫
倫
は
李
世
瑜
の
説
が
不
十
分
だ
と
指
摘
し
、「
清
初
に
宣
巻
活
動
は
す
で
に
民
間
に
浸
透
し
て
い
た
」
と
主
張
す
る（

（
（

。
そ
の
根

拠
は
、
康
煕
二
年
（
一
六
三
三
）
に
黄
友
梅
に
よ
る
抄
本
『
猛
将
宝
巻（

（
（

』
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る（

（
（

。
車
錫
倫
に
よ
れ
ば
、

年
代
が
比
較
的
早
い
も
う
一
つ
の
宝
巻
は
『
孟
姜
女
宝
巻
』
で
あ
る（

（
（

。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
宝
巻
の
改
編
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
弾

詞
に
よ
く
み
る
才
子
佳
人
物
語
の
パ
タ
ー
ン
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
国
の
伝
統
的
な
民
間
故
事
を
改
編
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
む
ろ
ん
、
こ
れ

は
聴
衆
の
要
請
で
あ
ろ
う
が
、
江
南
地
域
の
民
間
宝
巻
が
、
早
い
時
期
に
す
で
に
弾
詞
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
乾
隆
、
嘉
慶
時
期
の
江
南
地
域
の
民
間
宝
巻
は
ほ
か
に
乾
隆
五
七
年
（
一
七
九
二
）
の
抄
本
『
李
素
真
還
魂
宝
巻
』
等
が
あ
る
。
車
錫

倫
『
中
国
宝
巻
総
目
』（
以
下
『
総
目
』
と
す
る
）
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
道
光
年
間
（
一
八
二
一
～
一
八
五
〇
）
の
民
間
宝
巻

抄
本
は
以
下
の
十
数
種
で
あ
る
。

　
1
　
道
光
元
年
（
一
八
二
一
）
余
慶
堂
金
氏
抄
本
『
金
開
宝
巻
』。
寡
婦
房
氏
が
息
子
の
妻
を
娶
る
た
め
身
を
売
る
話
。

　
2
　
道
光
二
年
（
一
九
二
三
）
榮
記
抄
本
『
劉
天
王
宝
巻
』、
即
ち
、『
猛
将
宝
巻
』。

　
3
　
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
抄
本
『
白
龍
宝
巻
』、
江
蘇
省
常
州
地
域
の
白
龍
伝
説
に
よ
り
改
編
。

　
4
　
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
善
楽
堂
抄
本
『
財
神
宝
巻
』。
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5
　�

道
光
六
年
（
一
八
二
六
）
兪
聖
徳
抄
本
『
観
音
宝
巻
』、
道
光
十
一
年
（
一
八
三
一
）
姚
声
斉
抄
本
『
妙
英
宝
巻
』、
道
光
二
十
一

年
（
一
八
四
一
）
呉
氏
抄
本
『
妙
英
宝
巻
』

　
6
　�
道
光
七
年
（
一
八
二
七
）
畢
介
眉
抄
本
『
白
蛇
宝
巻
』、
道
光
二
十
八
年
（
一
八
四
八
）
抄
本
『
義
妖
宝
巻
』、
い
ず
れ
も
白
蛇
傳

の
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
改
編
の
元
と
し
た
作
品
は
、
弾
詞
『
義
妖
傳
』
で
あ
る
。

　
7
　
道
光
八
年
（
一
九
二
八
）
張
玉
抄
本
『
洛
陽
受
生
宝
巻
』、
蔡
襄
が
洛
陽
橋
を
造
る
物
語
。

　
8
　
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
兪
万
金
抄
本
『
紅
羅
宝
巻
』

　
9
　
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
呉
燦
華
抄
本
『
三
官
宝
巻
』

　
10
　
道
光
十
六
年
（
一
八
三
六
）
抄
本
『
灶
皇
宝
巻
』

　
11
　�

道
光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）
抄
本
『
玉
玦
宝
巻
』、
道
光
二
十
七
年
（
一
八
四
七
）
兪
文
斌
抄
本
『
慈
心
宝
巻
』、
及
び
道
光
抄

本
（
成
書
年
代
不
詳
）『
一
餐
飯
宝
巻
』、
い
ず
れ
も
民
間
女
性
蘇
氏
（
あ
る
い
は
陸
氏
）
と
太
師
顧
鼎
臣
の
物
語
で
あ
る
が
、
弾

詞
か
ら
の
改
編
。

　
12
　�

道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
思
悟
道
人
抄
本
『
白
玉
燕
宝
巻
』。
李
文
祥
と
馮
月
娟
の
結
婚
の
物
語
。
ま
た
の
名
『
双
玉
燕
宝

巻
』、
弾
詞
よ
り
改
編
。

　
13
　�

道
光
二
五
年
（
一
八
四
五
）
周
大
徳
抄
本
『
開
橋
宝
巻
』。
無
錫
西
北
郷
の
村
民
は
水
の
た
め
に
郷
紳
と
争
う
実
話
を
物
語
化
し

た
も
の
。
ま
た
の
名
『
顕
応
橋
宝
巻
』
な
ど
。

　
14
　
道
光
二
九
年
（
一
八
四
九
）
抄
本
『
英
台
宝
巻
』、
梁
山
伯
と
祝
英
台
の
物
語
。

　
右
に
あ
げ
た
宝
巻
物
語
は
、
現
代
で
も
江
南
地
域
の
宣
巻
者
に
転
抄
さ
れ
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宝
巻
の
形
式
と
内
容
か
ら
、
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江
南
地
域
の
民
間
宝
巻
の
述
作
と
宣
巻
活
動
は
、
道
光
年
間
に
す
で
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
民
間
宝
巻
の
形
成
過
程
を

文
献
中
に
直
接
記
述
し
た
例
は
極
め
て
少
な
い
た
め
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
康
熙
・
乾
隆
年
間
の
民
間
宝
巻
の
抄
本
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
清
初
に
す
で
に
形
成
し
た
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
宝
巻
の
時
代
変
遷
、
お
よ
び
新
・
古
宝
巻
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
中
国
と

日
本
に
お
い
て
用
語
こ
そ
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
諸
研
究
者
の
見
解
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
に
つ
い
て
異
議
が
な

い
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
そ
の
変
遷
史
に
お
い
て
、
古
宝
巻
時
代
と
新
宝
巻
時
代
を
隔
て
る
百
年
余
り
、
明
末
か
ら
清
の
嘉
慶
初
期
ま
で
の

宝
巻
の
「
沈
衰
期
」
と
さ
れ
て
き
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
宝
巻
は
確
か
に
現
存
作
品
の
数
量
に
乏
し
く
、
従
っ
て
従
来
顧
み
ら

れ
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
と
で
も
い
う
べ
き
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
宝
巻
と
新
宝
巻
の
間
に
、
宝
巻
が

ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
、
継
承
さ
れ
、
か
よ
う
な
質
的
な
変
化
を
生
ん
だ
の
か
、
と
い
う
問
題
は
宝
巻
の
受
容
、
発
展
、
変
遷
を
考
え
る

う
え
で
、
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
じ
て
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
現
存
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
、
民
間
宝
巻
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
の
検

討
や
そ
の
以
降
の
、
新
宝
巻
が
い
か
に
盛
ん
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
状
況
の
解
明
に
力
が
注
が
れ
て
き
た
。
こ
の
「
沈
衰
期
」
と
さ

れ
て
い
る
時
期
に
つ
い
て
の
議
論
や
そ
の
時
期
の
実
態
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
論
考
が
い
ま
だ
に
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
沈
衰

期
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
に
あ
ま
り
テ
キ
ス
ト
が
現
れ
て
こ
な
い
た
め
、
宝
巻
の
活
動
が
下
火
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
よ

う
に
、
出
版
や
テ
キ
ス
ト
の
流
布
の
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
宝
巻
時
代
の
刊
行
の
隆
盛
に
基
づ
い
た
テ

キ
ス
ト
の
有
無
を
枠
組
に
し
た
考
え
方
な
の
で
あ
ろ
う
。
出
版
や
文
字
テ
キ
ス
ト
有
無
を
以
て
、
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
の
沈
衰
と
ま
で
言

う
こ
と
に
、
筆
者
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
そ
も
そ
も
、
現
存
す
る
十
数
種
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
こ
の
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
無
理
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で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ま
ず
娯
楽
・
宗
教
・
教
化
の
性
格
を
併
せ
持
つ
と
い
う
宝
巻
文
学
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
時
期
に
宝

巻
が
い
か
に
継
承
、
流
布
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
が
い
か
な
る
も
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
宝
巻
の
宣
講
形
式
に
着
目
し

て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

二
　
通
俗
文
芸
資
料
に
み
る
「
宣
巻
」

　
明
末
清
初
か
ら
、
嘉
慶
ま
で
の
間
に
、
現
存
す
る
宝
巻
の
文
字
テ
キ
ス
ト
が
乏
し
い
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
背

後
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
作
り
出
し
て
い
く
よ
う
な
、
実
際
の
口
承
面
で
の
物
語
創
作
が
確
か
に
行
わ
れ
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、『
続
金

瓶
梅
』
に
見
え
る
宣
巻
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
続
金
瓶
梅
』
は
清
初
の
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
に
成
立
し
た
作
品
で
、
そ
の

第
三
十
八
回
に
、
全
文
に
わ
た
り
、「
花
灯
轎
蓮
女
成
仏
公
案
」
を
宣
巻
す
る
状
況
と
そ
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
で
描
か
れ
た

「
花
灯
轎
蓮
女
成
仏
公
案
」
は
、『
清
平
山
堂
話
本
・
雨
窓
集
』
所
収
の
「
花
灯
轎
蓮
女
成
仏
記
」
の
物
語
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
リ
ラ

イ
ト
し
て
、
宝
巻
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
花
灯
轎
蓮
女
成
仏
公
案
」
と
い
う
よ
う
な
宝
巻
が
当
時
実
際
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
、
作
者
丁
耀
亢
が
自
ら
小
説
の
中
で
作
り
出
し
た
架
空
の
宝
巻
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
こ
で
は
、
話
本
物
語
を
宝
巻
化
す
る
具
体
例
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
明
清
白
話
小
説
で
は
、
女
性
が
好
ん
で
宣
巻
を
聞
く
場
面
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
清
の
雍
正
八
年
に
書
か
れ
た
白
話
小

説
『
姑
妄
言
』
第
十
一
回
「
宦
萼
逞
淫
計
降
悍
妻
　
侯
氏
消
妒
心
贈
美
婢
」
に
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

　
　
　
見
那
街
上
的
人
来
来
往
往
不
断
。
売
東
西
的
吆
吆
喝
喝
、
甚
覚
熱
鬧
。
正
看
着
、
只
見
一
個
老
和
尚
敲
着
一
扇
鐃
鉢
宣
巻
化
銭

0

0

0

0

、

大
大
小
小
的
囲
着
許
多
人
聴
。
香
姑
也
側
耳
会
聴
了
一
会
、
見
他
唱
得
鏗
鏗
鏘
鏘
，
甚
是
入
耳
。
便
向
養
氏
道
：「
媽
媽
、
這
個
老
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和
尚
倒
唱
得
好
聴
、
叫
他
進
来
唱
唱
。」

　
　
　（
中
略
）
次
日
飯
後
、
家
人
進
来
説
：「
那
老
和
尚
来
了
。」
牛
氏
道
：「
一
個
八
十
歳
的
老
僧
、
叫
他
進
来
罢
、
怕
甚
麼
？
」
遂
叫

僕
婦
們
領
他
到
臥
室
中
来
、 

茶
児
飯
児
点
心
果
子
与
他
喫
着
説
唱
。
唱
到
将
晩
、 

和
尚
要
去
、 

牛
氏
定
要
他
把
這
一
段
故
事
説
完
了
。

　
　
　（
中
略
）
他
又
不
会
経
典
，
因
幼
年
時
読
過
書
，
認
得
些
字
，
自
幼
好
看
説
唱
本
児

0

0

0

0

0

0

0

0

。
大
来
游
手
好
閑
，
无
事
時
常
常
聴
人
説

0

0

0

0

0

0

0

0

唱0

。
他
記
性
頗
好
，
学
会
了
許
多
宣
巻

0

0

0

0

0

0

0

在
肚
里
。
他
要
出
来
説
唱
化
縁
，
料
道
哄
不
動
男
人
，
只
好
騙
女
人
們
幾
個
銭
用
用
。

　
　
　（
街
は
往
来
の
人
で
溢
れ
か
え
り
、
物
売
り
の
大
き
な
呼
び
声
も
、
大
変
に
賑
や
か
で
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
、
ひ
と
り
の
老
和
尚

が
銅
鑼
を
敲
い
て
宣
巻
を
し
て
お
布
施
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
周
囲
に
は
沢
山
の
人
だ
か
り
。
香
姑
も
耳
を
傾
け
し
ば
ら
く
聞
い
お

り
ま
し
た
が
、
彼
の
ポ
ロ
ン
ポ
ロ
ン
と
奏
で
る
よ
う
な
歌
声
が
、
心
地
よ
く
内
耳
に
響
き
ま
す
。
す
ぐ
養
氏
に
「
お
母
様
、
あ
の
和

尚
さ
ま
は
何
て
お
歌
が
お
上
手
な
の
で
し
ょ
う
、
家
に
来
て
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　
　
　
翌
日
食
事
も
済
ん
だ
頃
、
使
用
人
が
奥
へ
来
て
「
和
尚
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
。」
と
告
げ
ま
す
。
牛
氏
は
「
八
十
歳

の
老
僧
さ
ま
で
す
よ
、
お
入
り
願
っ
て
、
何
を
怖
が
っ
て
い
る
の
。」
と
言
い
、
と
う
と
う
女
中
ら
に
和
尚
を
寝
室
ま
で
連
れ
て
こ

さ
せ
、
和
尚
に
は
茶
や
ご
飯
、
お
菓
子
に
果
物
を
食
べ
つ
つ
、
説
唱
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
日
も
暮
れ
る
頃
に
な
り
、
和
尚
が
退
室

し
よ
う
と
す
る
と
、
牛
氏
は
和
尚
に
、
今
回
の
物
語
を
き
ち
ん
と
仕
舞
い
ま
で
話
し
て
く
れ
る
よ
う
せ
が
む
の
で
し
た
。（
中
略
）

こ
の
和
尚
は
経
典
な
ど
出
来
ま
せ
ん
が
、
幼
い
頃
か
ら
読
書
を
し
て
い
た
の
で
、
些
か
字
は
知
っ
て
お
り
、
小
さ
な
と
き
か
ら
説
唱

本
を
好
ん
で
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。
い
つ
も
ふ
ら
ふ
ら
と
遊
ん
で
職
に
就
か
ず
、
用
の
無
い
時
は
よ
く
説
唱
を
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
彼
は
記
憶
力
が
大
変
良
か
っ
た
の
で
、
そ
う
し
て
沢
山
の
宣
巻
を
習
得
し
ま
し
た
。
自
分
が
説
唱
し
て
お
布
施
を
求
め
よ
う
と

し
た
と
き
、
男
の
人
を
騙
す
の
は
到
底
難
し
い
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
女
の
人
た
ち
を
騙
し
て
お
金
を
頂
戴
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。）
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こ
こ
で
登
場
す
る
宣
巻
の
僧
侶
は
、
実
際
の
年
齢
は
五
十
代
で
あ
る
が
、
宣
巻
を
聞
く
女
性
た
ち
が
警
戒
心
を
持
た
ず
に
部
屋
に
入
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
、
八
十
代
の
老
人
に
見
え
る
よ
う
変
装
し
、
街
で
宣
巻
す
る
。
果
た
し
て
、
そ
の
歌
も
う
ま
く
、
話
も
面
白
い
た
め
、

小
説
の
女
主
人
公
は
す
っ
か
り
虜
と
な
り
、
彼
を
部
屋
に
入
れ
る
。
夜
に
な
っ
て
も
、
女
性
は
宝
巻
の
物
語
に
耽
っ
て
い
て
、
帰
ら
せ
よ

う
と
し
な
い
。「
定
要
他
把
這
段
故
事
説
完
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
女
性
が
宝
巻
の
物
語
に
大
変
魅
了
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、「
実
は
、
こ
の
坊
さ
ん
は
経
典
な
ど
が
で
き
な
い
（
不
会
経
典
）、
小
さ
い
と
き
か
ら
説
唱
本
を
読
む
の
が
好
き

で
（
自
幼
好
看
説
唱
本
児
）、
た
く
さ
ん
の
宣
巻
を
覚
え
た
。
彼
が
説
唱
し
て
お
布
施
を
も
ら
お
う
と
し
て
も
、
男
性
は
騙
せ
な
い
が
、

女
性
な
ら
騙
し
て
い
く
ら
か
の
お
金
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
、
大
変
興
味
深
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、

当
時
の
女
性
た
ち
が
宝
巻
の
物
語
と
音
曲
に
強
い
興
味
を
持
ち
、
堪
能
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
「
経
典
な
ど
が
で

き
な
い
（
不
会
経
典
）」
僧
侶
が
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、「
説
唱
本
」
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
こ
こ
の
「
説
唱
本
」
は
い
わ
ゆ
る
宝
巻

で
あ
る
と
断
言
で
き
な
く
て
も
、
仏
典
や
教
派
系
の
も
の
と
関
係
な
く
、
僧
侶
が
そ
れ
を
物
語
性
の
あ
る
宝
巻
と
し
て
宣
唱
し
て
い
た
こ

と
は
疑
う
余
地
が
な
か
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
で
は
、
宝
巻
の
作
品
名
や
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
見
え
な
い
が
、
宝
巻

の
物
語
が
民
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
が
当
時
存
在
し
た
と
し
て
も
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
否
め
な
い
。
例
え
ば
、『
劉
香
女
宝
巻
』
に
つ
い

て
、
万
暦
三
〇
年
（
一
六
〇
二
）
に
書
か
れ
た
呂
天
成
の
『
曲
品
』
補
遺
に
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

　
　
葉
憲
祖
桐
柏
、
餘
姚
人
続
撰
伝
奇
一
本
『
雙
修
記
』
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坊
間
俗
本
、
有
『
劉
香
女
修
行
寶
巻
』、
道
婆
輩
毎
宣
誦
之
。
美
度
（
辻
按
：
葉
憲
祖
の
字
）
喜
其
事
僻
而
諧
俗
、
復
不
襲
旧
、

遂
製
新
聲
。
蓋
単
指
弥
陀
一
句
、
是
修
浄
土
直
捷
法
門
、
不
似
禅
修
翻
多
教
律
。
彼
『
曇
花
』
以
仙
仏
牽
合
、
殊
恨
厖
雑
也
。
俗
演

『
目
連
』、『
妙
相
』
二
記
、
詞
陋
悪
不
堪
観
。
此
記
行
、
為
善
女
人
加
一
鉗
錘
矣
。
右
上
中
品
。（
明
・
呂
天
成
『
曲
品
』、
呉
書
蔭

校
注
本
三
八
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）

　
　
　（
世
間
の
俗
本
に
、『
劉
香
女
修
行
寶
巻
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
尼
寺
の
女
た
ち
が
、
常
に
こ
れ
を
宣
唱
し
て
い
た
。
葉
憲
祖
は

そ
れ
が
め
っ
た
に
無
い
も
の
で
、
そ
し
て
俗
に
適
っ
て
い
る
こ
と
に
気
に
入
り
、
ま
た
元
の
も
の
を
踏
襲
せ
ず
、
新
し
い
も
の
を

作
っ
た
。
思
う
に
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
一
句
を
言
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
浄
土
に
行
く
為
の
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、
禅
宗
の
修

め
る
非
常
に
多
い
戒
律
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
か
の
『
曇
花
』
は
道
教
、
仏
教
を
無
理
や
り
融
合
し
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、

煩
雑
な
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
俗
に
演
じ
ら
れ
る
『
目
連
』『
妙
相
』
は
、
言
葉
が
卑
俗
で
見
る
に
堪
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
こ
の
『
雙
修
記
』
は
、
善
女
人
ら
に
と
っ
て
、
大
き
な
衝
撃
と
な
る
で
あ
ろ
う
。）

　「
雙
修
記
」
に
つ
い
て
は
、『
曲
海
総
目
提
要
』
巻
八
、
万
暦
癸
丑
（
一
六
一
三
）
年
に
書
か
れ
た
葉
憲
祖
の
序
を
引
用
し
て
、「
精
究

仏
理
、
篤
信
浄
土
、
暇
日
取
『
劉
香
女
』
小
巻
、
被
之
声
歌
、
名
『
雙
修
記
』。」
と
し
て
い
る
。

　
呂
天
成
『
曲
品
』
及
び
『
曲
海
総
目
提
要
』
の
評
か
ら
み
て
、
こ
の
宝
巻
に
は
、
万
暦
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
『
総
目
』
で
は
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
版
本
は
乾
隆
三
九
年
（
一
七
七
四
）
の
も
の
で
、
万
暦
本
が
現
存
し
て
い
な
い
（
あ
る

い
は
、
現
在
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）。
ま
た
、『
三
世
修
行
黄
氏
宝
巻
』
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
言
え
る
。『
曲
海
総
目
提
要
』
巻
四

三｢

三
世
記｣

の
注
に
は
、｢

有
刻
釈
家
因
果
事
跡
、
名
曰
『
宝
巻
』、
詳
載
其
事｣
と
す
る
が
、
二
十
八
種
著
録
さ
れ
て
い
る
『
総
目
』

で
は
、
も
っ
と
も
早
い
版
本
は
咸
豊
二
（
一
八
五
二
）
年
鼓
山
湧
泉
禅
寺
の
『
王
氏
桂
香
宝
巻
』
で
あ
り
、『
曲
海
総
目
提
要
』
に
言
及
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さ
れ
て
い
る
明
刊
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
が
現
存
し
て
い
な
く
て
も
、
宝
巻
の
物
語
創
作
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
明
清
白

話
小
説
の
描
写
か
ら
伺
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
宣
巻
は
主
に
女
性
の
間
に
大
変
盛
ん
で
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
い
わ
ゆ
る
沈
衰
期
と
い
う
の
は
、
確
か
に
出
版
文
化
的
に
、
宝
巻
が
出
て
こ
な
い
時
代
で
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、

そ
の
水
面
下
で
は
、
女
性
た
ち
が
宝
巻
の
流
布
と
創
作
を
促
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
教
派
的
傾
向
の
強
い
宝
巻
の
流
れ
が
大
き
く
通

俗
娯
楽
の
ほ
う
に
動
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
明
清
の
宣
巻
の
様
相
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

三
　
宝
巻
の
流
布
と
宣
巻

　
当
時
の
宣
巻
者
は
主
に
尼
僧
で
、
聴
衆
は
主
に
社
会
の
表
に
出
て
こ
な
い
民
間
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
白
話
小
説
の
描
写
か
ら

も
認
め
ら
れ
る
。
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
退
屈
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
女
性
た
ち
は
、
宣
巻
す
る
尼
僧
を
媒
介
と
し
て
、
外
の
世
界

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
登
場
す
る
呉
月
娘
で
あ
る
。
結
婚
や
家
庭
生
活
に
悩
み
を
持
つ
彼

女
は
、
尼
僧
と
付
き
合
い
、
好
ん
で
宣
巻
を
聞
い
て
い
た
。
確
か
に
彼
女
は
宗
教
系
の
宝
巻
を
聞
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
尼
僧
が
三

日
間
に
わ
た
っ
て
、
宝
巻
の
物
語
を
延
々
と
語
る
の
を
聴
く
と
い
う
描
写
も
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
女
性
た
ち
が
宣
巻
を
、
物
語
と
し

て
楽
し
ん
で
い
た
一
面
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
物
質
的
に
は
満
た
さ
れ
な
が
ら
悩
み
を
持
つ
富
裕
層
の
女
性
た
ち
は
、
宣
巻
を
行
う
尼
僧
た
ち
か
ら
、
精
神
的
な

慰
め
を
与
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
尼
僧
の
側
か
ら
み
て
み
る
と
、
女
性
た
ち
に
精
神
的
な
慰
め
を

与
え
る
と
同
時
に
、
物
質
的
な
見
返
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
醒
世
姻
縁
伝
』
に
登
場
す
る
計
氏
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を
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。『
醒
世
姻
縁
伝
』
の
計
氏
は
悪
妻
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
妾
へ
の
嫉
妬

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
憂
さ
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
彼
女
は
、
ほ
と
ん
ど
尼
僧
の
い
い
な
り
と
な
っ
て
、
惜
し
み
な
く
大
金

を
与
え
て
し
ま
う
。

　
こ
の
計
氏
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
く
『
醒
世
姻
縁
伝
』
第
八
回
の
以
下
の
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
尼
僧
た
ち
は
家
庭

生
活
に
不
安
を
持
つ
女
性
た
ち
の
ニ
ー
ズ
や
、
好
み
に
合
わ
せ
て
付
き
合
う
こ
と
に
、
非
常
に
長
け
て
い
た
。

　
　
　
到
了
人
家
、
看
得
這
位
奶
奶
是
個
邪
貨
、
他
便
有
許
多
巧
妙
領
他
走
那
邪
路
。
若
見
得
這
個
奶
奶
是
個
正
経
的
、
他
便
至
至
誠

誠
、
粧
起
河
南
程
氏
両
夫
子
的
嘴
臉
来
、
合
你
講
正
心
誠
意
、
説
王
道
迂
闊
的
話
、
也
会
講
顔
淵
請
目
的
那
半
章
節
。
所
以
那
邪
皮

的
奶
奶
満
口
賛
揚
他
、
就
是
那
有
道
理
有
正
経
的
奶
奶
越
発
説
他
是
個
有
道
有
行
的
真
僧
。
…
…
任
你
甚
麼
王
妃
、
侍
長
、
奶
奶
、

姑
娘
、
狠
的
、
悪
的
、
賢
的
、
善
的
、
妒
忌
的
、
喫
醋
的
、
見
了
那
姑
子
、
偏
生
那
喜
歓
不
知
従
那
里
生
将
出
来
、
譲
喫
茶
、
譲
喫

飯
、
譲
上
熱
炕
坐
的
、
譲
住
二
三
日
不
放
去
的
、
臨
行
送
銭
的
、
送
銀
子
的

　
　（（
尼
僧
が
）
人
の
家
に
着
い
て
、
こ
の
ご
婦
人
が
悪
い
女
だ
と
見
て
と
る
と
、
尼
僧
は
あ
の
手
こ
の
手
で
巧
妙
に
彼
女
を
悪
の
道
へ

と
誘
う
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
ご
婦
人
が
真
面
目
な
お
方
で
あ
れ
ば
、
尼
僧
も
き
ち
ん
と
誠
意
を
も
っ
て
、
河
南
の
儒
家
程

兄
弟
の
よ
う
な
面
持
ち
で
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
生
真
面
目
な
お
話
を
し
ま
す
、
王
道
迂
闊
も
話
せ
て
、
顔
淵
請
目
も
語
れ
ま
す
。

故
に
、
か
の
邪
悪
な
ご
婦
人
も
し
き
り
に
誉
め
た
た
え
、
あ
の
道
理
を
わ
き
ま
え
た
立
派
な
ご
婦
人
で
あ
っ
て
も
、
彼
女
を
徳
行
の

あ
る
真
の
尼
僧
さ
ま
だ
と
ま
で
申
し
上
げ
る
始
末
。（
中
略
）
王
妃
で
あ
れ
、
下
女
で
あ
れ
、
ご
婦
人
、
娘
さ
ん
、
凶
悪
人
、
悪
徳

人
、
賢
い
人
、
善
良
な
人
、
ね
た
み
、
嫉
妬
の
深
い
人
で
あ
れ
、
そ
の
尼
僧
に
会
え
ば
、
そ
の
歓
楽
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
分

か
ら
な
い
が
、
彼
女
に
お
茶
を
出
し
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
、
暖
か
い
炕
に
座
ら
せ
て
、
数
日
引
き
止
め
て
帰
ら
せ
ず
、
ま
た
お
帰
り
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の
際
に
は
銭
や
銀
子
を
贈
る
の
で
し
た
）

故
に
、
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
、
尼
僧
と
い
う
存
在
は
、
正
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
尼
僧
と
女
性
た
ち
の
付
き
合
う
主
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
宣
巻
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
正
規
の
仏
典
の
大
衆

的
講
義
を
聴
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
通
俗
物
語
を
語
る
と
い
う
語
り
物
と
し
て
楽
し
む
部
分
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
一
方
で
、
宣
巻
は
女
性
た
ち
の
卑
俗
な
風
俗
と
し
て
、
当
時
の
社
会
に
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
地
方
官
吏
と
し

て
の
意
識
と
立
場
か
ら
批
判
を
加
え
、
非
宗
教
的
な
も
の
ま
で
、
そ
の
文
辞
の
俚
俗
の
故
を
も
っ
て
邪
教
と
極
め
つ
け
て
い
る
。
宣
巻

は
、
女
性
た
ち
の
い
か
が
わ
し
い
風
俗
と
し
て
蔑
視
さ
れ
、
し
ば
し
ば
禁
令
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
た
。
以
下
の
よ
う
な
批
判
を
例
と
し

て
掲
げ
る
。

　
　
　
近
来
村
庄
流
俗
、
以
仏
経
挿
入
勧
世
文
俗
語
、
什
伍
群
集
相
為
唱
和
、
名
曰
宣
巻
、
蓋
白
蓮
之
遺
習
也
。
湖
人
大
習
之
、
村
嫗
更

相
為
主
。（
中
略
）
大
為
善
俗
之
累
、
賢
有
司
禁
絶
之
可
也（

（1
（

。

　
　（
近
頃
、
村
の
流
俗
で
、
仏
経
を
観
世
文
の
俗
語
に
入
り
雑
ぜ
、
人
々
が
集
っ
て
は
唱
和
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宣
巻
と
言
わ
れ
る

が
、
白
蓮
教
の
遺
習
で
あ
ろ
う
。
湖
州
で
大
い
に
流
行
っ
て
お
り
、
村
の
女
が
主
と
し
て
行
っ
て
い
る
。（
中
略
）
大
い
に
善
俗
に

と
っ
て
害
で
あ
り
、
賢
明
な
役
人
が
こ
れ
を
禁
絶
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。）

　
　
嗣
後
責
成
僧
道
官
稽
査
送
究
、
徇
隠
連
坐
。
女
尼
中
有
少
婦
幼
女
、
帯
髪
修
行
、
艶
服
男
装
、
勾
引
男
婦
、
無
異
娼
妓（

（1
（

。

　
　（
今
後
、
僧
道
官
は
、
検
査
追
及
を
し
、
隠
し
立
て
を
暴
き
連
座
さ
せ
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
。
尼
僧
の
中
で
、
若
い
婦
人
や
幼
い
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女
の
子
が
い
る
、
帯
髪
で
修
行
を
し
、
派
手
に
着
飾
っ
た
り
男
装
を
し
た
り
、
男
女
を
誘
惑
す
る
、
こ
れ
は
娼
妓
と
同
じ
で
あ
る
。）

　
ま
た
、
当
時
の
戯
曲
論
著
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
文
芸
的
な
価
値
の
面
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
村
の
女
や
牛
飼
い
童
た
ち
が

楽
し
む
も
の
だ
と
蔑
視
さ
れ
た
。
明
・
祁
彪
佳
は
『
遠
山
堂
明
曲
品
』
で
、
金
懐
玉
「
妙
相
」
に
つ
い
て
こ
う
評
し
て
い
る

　
　
　
演
説
因
果
、
止
堪
入
村
婦
、
牧
竪
之
耳
。
内
多
自
撰
曲
名
、
且
以
北
曲
犯
入
南
曲
、
大
堪
噴
飯（

（1
（

。

　
　
　（「
妙
相
」
の
因
果
応
報
を
唱
っ
て
も
、
た
だ
村
の
女
や
牧
童
が
聞
い
て
喜
ぶ
だ
け
で
あ
る
。「
妙
相
」
の
多
く
は
勝
手
に
曲
名
を

撰
し
て
お
り
、
し
か
も
北
曲
で
南
曲
を
侵
す
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
甚
だ
可
笑
し
い
。）

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
は
民
間
宝
巻
を
出
版
す
る
こ
と
に
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
も
、
宝
巻
は
文
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
非
常
に
流
布
し
に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
宗
教
宝
巻
は
そ
の
出
版
活
動
こ
そ
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
宝
巻
が
公
の
目
を
盗
ん
で
宣
講
さ

れ
続
け
て
い
た
。
し
ば
し
ば
発
禁
の
対
象
と
さ
れ
て
も
、
尼
僧
と
女
性
た
ち
の
繋
が
り
は
完
全
に
禁
止
さ
れ
え
ず
、
宣
巻
は
相
変
わ
ら
ず

の
人
気
を
持
っ
て
お
り
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
宣
巻
が
行
わ
れ
る
場
と
し
て
は
、
閨
房
や
尼
寺
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
上
に
あ
げ
た
『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
ほ
か
、

『
醒
世
恒
言
』
や
『
続
金
瓶
梅
』
な
ど
の
明
清
小
説
の
描
写
か
ら
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
地
方
志
や
筆
記
小
説
か
ら

も
、
尼
僧
が
女
性
の
閨
房
に
出
入
り
し
て
、
宣
巻
を
行
う
、
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
少
な
く
な
い
。

　
頻
繁
に
外
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
富
裕
層
の
女
性
た
ち
は
、
自
ら
の
閨
房
に
尼
僧
た
ち
を
招
い
た
。
一
方
、
彼
女
た
ち
は
頻
繁
な
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外
出
は
許
さ
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
功
徳
を
積
も
う
と
、
年
に
一
、
二
度
は
寺
院
に
赴
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
尼
僧
を
自
ら
の
閨

房
に
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
農
村
の
女
性
た
ち
も
宣
巻
を
聞
き
に
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、『
続
金
瓶
梅
』
第
三
回
、
第
三

十
八
回
、『
警
世
通
言
』
第
三
十
五
巻
や
『
野
叟
曝
言
』
第
五
十
一
回
な
ど
の
描
写
か
ら
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
一
例

を
あ
げ
よ
う
。
明
末
崇
禎
五
、
六
年
（
一
六
三
二
～
一
六
三
三
）
に
書
か
れ
た
『
型
世
言
』
の
第
十
回
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
。

　
　
蘇
州
昆
山
県
帰
烈
婦
、
烈
婦
姓
陳
。
他
父
親
叫
作
陳
鼎
彝
、
生
有
二
女
、
他
是
第
二
。
母
親
周
氏
、
生
他
時
夢
野
雉
飛
入
床
囲
、
因

此
叫
他
做
雉
児
。（
中
略
）
万
暦
十
八
年
、
他
已
七
歳
、
周
氏
忽
然
対
陳
鼎
彝
道
：「
我
当
日
因
懐
雉
児
時
、
曽
許
下
杭
州
上
天
竺
香

願
、
経
今
七
年
、
不
是
没
工
夫
、
便
是
没
銭
。
今
年
私
已
攢
下
得
両
疋
布
、
五
七
百
銅
銭
、
不
若
去
走
一
代
、
也
完
了
心
願
。」（
中

略
）
夫
婦
計
議
已
定
、
預
先
約
定
一
只
香
船
、
離
了
家
、
望
杭
州
進
発
。
来
至
平
望
、
日
已
落
山
、
大
家
香
船
都
聯
做
一
幇
歇
了
。

（
中
略
）
一
路
説
説
笑
笑
打
鼓
篩
鑼
、
宣
巻
念
仏

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

。

　
　（
蘇
州
の
昆
山
県
の
帰
烈
婦
、
彼
女
の
姓
は
陳
と
い
い
ま
す
。
父
親
は
陳
鼎
彝
と
言
い
ま
し
て
、
二
人
の
娘
を
も
う
け
、
彼
女
は
次

女
に
あ
た
り
ま
し
た
。
母
親
の
周
氏
は
、
彼
女
を
産
む
と
き
、
雉
が
寝
床
に
飛
ん
で
来
る
の
を
夢
に
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
女
を
雉

児
と
呼
び
ま
し
た
。（
中
略
）
万
暦
十
八
年
、
彼
女
が
既
に
七
歳
と
な
っ
た
頃
、
周
氏
は
突
然
陳
鼎
彝
に
こ
う
言
い
ま
す
。「
私
が
当

時
雉
児
を
身
ご
も
り
ま
し
た
時
、
か
つ
て
杭
州
の
上
天
竺
へ
お
礼
参
り
に
行
く
と
お
約
束
し
た
の
で
す
が
、
今
七
年
経
っ
た
の
は
、

時
間
も
な
け
れ
ば
、
お
金
も
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
今
年
は
両
疋
の
布
と
五
七
百
の
銅
銭
を
密
に
蓄
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
こ

そ
行
く
と
き
で
ご
ざ
い
ま
す
、
心
願
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。」（
中
略
）
夫
婦
は
あ
れ
こ
れ
計
画
を
立
て
、
あ
ら
か
じ
め

香
船
を
一
艘
予
約
し
、
家
を
離
れ
、
杭
州
へ
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。
平
望
に
至
る
こ
ろ
、
日
が
暮
れ
た
の
で
、
全
て
の
香
船
は
皆
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ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
り
停
泊
し
ま
し
た
。（
中
略
）
道
中
、
に
ぎ
や
か
に
談
笑
し
た
り
、
太
鼓
や
銅
鑼
を
打
ち
鳴
ら
し
、
宣
巻
し
た

り
、
念
仏
を
唱
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。）

　
蘇
州
の
人
周
氏
が
、
娘
が
授
か
っ
た
の
で
、
杭
州
の
上
天
竺
へ
お
礼
参
り
を
し
に
い
く
。
蘇
州
南
部
か
ら
杭
州
ま
で
は
通
常
水
路
を
利

用
す
る
の
で
、
船
で
一
泊
か
二
泊
か
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
女
た
ち
は
「
香
船
」
を
予
約
し
た
。
こ
の
香
船
は
、
宣
巻
す
る
者

も
付
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
晩
、
彼
女
た
ち
は
、
香
船
の
中
で
は
、｢

説
説
笑
笑
、
打
鼓
篩
鑼
、
宣
巻
念
仏
（
に
ぎ
や
か
に
談
笑
し
た

り
、
太
鼓
や
銅
鑼
を
打
ち
鳴
ら
し
、
宣
巻
し
て
念
仏
を
唱
え
た
）」
と
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
香
船
」
と
い
う
の
は
、
江
南
に
お

い
て
、
主
に
参
拝
の
女
性
た
ち
を
専
門
に
扱
う
船
で
あ
る
。
船
の
中
で
は
、
お
香
や
ろ
う
そ
く
が
用
意
し
て
お
り
、
宣
巻
師
が
付
く
も
の

も
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
宗
教
的
厳
粛
な
雰
囲
気
が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
教
派
的
傾
向
が
ま
だ
強
い
と
さ
れ
た
崇
禎
年
間
に
、
民
間
宝
巻
は

す
で
に
信
仰
の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
と
し
て
も
気
楽
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
末
の
時
点
で
、
当
時
の
女
性
た
ち
は
、
宝
巻
を
信
仰
活
動
と
い
う
よ
り
、
娯
楽
と
し
て
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
仏
教
と
民
間
教
派
か
ら
離
れ
た
民
間
の
宣
巻
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
宝
巻
の
流
れ
に
お
い
て
、
明
末
清

初
を
「
沈
衰
期
」
と
断
定
し
た
り
、
乏
し
い
資
料
に
求
め
た
り
す
る
ま
で
も
な
く
、
明
、
清
、
民
国
を
通
じ
て
尼
僧
た
ち
の
口
伝
て
、
い

わ
ば
非
文
字
的
テ
キ
ス
ト
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
古
籍
の
流
通
は
、
文
字
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
版
本
の
流
通
と
結
び
つ
き

や
す
い
が
、
通
俗
文
学
、
と
り
わ
け
民
間
口
承
芸
能
に
お
い
て
は
、「
非
文
字
テ
キ
ス
ト
」
の
流
布
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
も

看
過
で
き
な
い
。
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こ
こ
ま
で
明
末
清
初
に
お
け
る
宝
巻
の
流
布
と
宣
巻
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
嘉
慶
以
降
か
ら
民
国
年
間
に
か
け
て
作
ら
れ
た
宝
巻

は
、
小
説･

戯
曲
・
弾
詞･

民
間
伝
説
な
ど
で
知
ら
れ
た
物
語
を
宝
巻
化
し
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
物
語
の
宝
巻
化
は
、
宣
巻
の
職

業
化･
芸
能
化
と
表
裏
を
な
し
、
職
業
的
な
宣
巻
人
が
そ
の
伝
写･

新
作
・
改
作
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
た

通
り
で
あ
る
。

　
清
代
の
地
方
誌
や
筆
記
小
説
に
み
ら
れ
る
記
載
は
ほ
と
ん
ど
、
江
南
地
域
の
宣
巻
を
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
巫
術
活
動
と
み
な
し
、
蔑
視

し
て
い
た
。
例
え
ば
、
民
国
曹
允
源
等
編
『
呉
県
志
』
巻
五
十
二
下
「
風
俗
二
」
に
、
江
蘇
按
察
使
裕
謙
が
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）

に
作
っ
た
「
訓
俗
条
約
」
が
載
っ
て
い
る
。

　
　
　
蘇
俗
治
病
不
事
医
薬
、
妄
用
師
巫
、
有
「
看
香
」「
画
水
」「
叫
喜
」「
宣
巻
」
等
事
、
惟
師
公
師
母
之
命
是
聴（

（1
（

。

　
　（
江
蘇
の
風
俗
で
病
を
治
す
の
に
医
薬
に
頼
ら
ず
、
妄
り
に
師
巫
を
使
う
。
そ
れ
に
は
「
看
香
」「
画
水
」「
叫
喜
」「
宣
巻
」
な
ど
が

あ
り
、
師
公
や
師
母
の
命
令
し
か
聞
か
な
い
の
で
あ
る
。）

　
ま
た
、
清
の
同
治
九
年
（
一
八
七
六
）
毛
祥
鱗
『
墨
余
録
』
巻
二
「
巫
覡
」
に
も
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
呉
俗
尚
鬼
、
病
必
延
巫
、
謂
之
「
看
香
頭
」。
其
人
男
女
皆
有
之
。（
中
略
）
其
所
最
盛
行
者
曰
「
宣
巻
」、
有
『
観
音
巻
』、『
十
王

巻
』、『
灶
王
巻
』
諸
名
目
。
俚
語
悉
如
盲
詞
、
和
巻
則
並
女
巫
攙
入
。
又
凡
宣
巻
必
俟
深
更
、
天
明
方
散
、
真
是
鬼
域
行
径（

（1
（

。

　
　（
呉
の
風
俗
は
幽
霊
を
尊
び
、
病
は
必
ず
巫
を
招
き
、
こ
れ
を
「
看
香
頭
」
と
言
っ
た
。
彼
ら
は
男
女
問
わ
ず
い
た
。（
中
略
）
最
も
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盛
行
し
た
も
の
は
「
宣
巻
」
と
い
い
、『
観
音
巻
』、『
十
王
巻
』、『
灶
王
巻
』
な
ど
の
名
目
が
あ
っ
た
。
俗
語
は
ほ
と
ん
ど
盲
詞
の

よ
う
で
、
宣
巻
を
唱
和
す
れ
ば
併
せ
て
女
巫
も
中
に
入
っ
て
き
た
。
ま
た
全
て
の
宣
巻
は
必
ず
深
夜
に
な
る
の
を
俟
っ
て
か
ら
行
わ

れ
、
夜
が
明
け
た
ら
散
じ
た
の
で
、
ま
さ
に
幽
霊
の
行
い
で
あ
る
。）

　
宣
巻
人
を
シ
ャ
ー
マ
ン
と
見
な
す
の
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
江
南
地
域
の
宣
巻
は
民
間
信
仰
活
動
と
深
い
関
係
を
持
つ
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
民
衆
に
は
祈
祷
師
や
迷
信
を
信
じ
る
民
俗
文
化
の
伝
統
が
あ
り
、
江
南
地
域
の
民
間
宣
巻
に
影
響
を
与
え
た
。

　
宣
巻
人
が
関
わ
る
信
仰
活
動
は
主
に
観
音
縁
日
と
観
音
を
参
拝
す
る
参
拝
船
上
の
宣
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
南
地
域
に
特
有
の
活
動
で

あ
る
。
江
蘇
・
浙
江
で
は
民
間
で
観
音
信
仰
が
流
行
し
、
浙
江
省
の
普
陀
山
は
南
海
観
音
菩
薩
の
道
場
で
あ
る
。
ま
た
杭
州
市
上
天
竺
、

蘇
州
市
観
音
山
と
穹
窿
山
も
有
名
な
観
音
道
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
著
名
な
観
音
道
場
以
外
に
も
、
江
浙
各
地
で
は
観
音
を
祭
る
寺
院
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
毎
年
観
音
の
誕
生
日
（
二
月
十
九
日
）
ま
た
は
成
道
日
（
六
月
十
九
日
）、
出
家
日
（
九
月
十
九
日
）
に
は
観

音
縁
日
を
執
り
行
う
。
各
地
の
寺
院
で
は
多
く
の
女
性
信
者
の
要
求
を
満
た
す
た
め
宣
巻
人
を
招
い
て
、
各
種
宝
巻
の
観
音
故
事
を
宣

唱
す
る
。
例
え
ば
、『
香
山
宝
巻
』（
即
ち
、『
観
世
音
菩
薩
本
行
経
』
で
あ
る
。
ま
た
『
観
音
宝
巻
』
と
も
呼
ば
れ
る
。）『
魚
藍
観
音
宝

巻
』『
妙
音
宝
巻
』『
妙
英
宝
巻
』
な
ど
。
清
道
光
・
嘉
慶
年
間
の
程
寅
錫
『
呉
門
新
楽
府
』「
聴
宣
巻
」
に
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

　
　
聴
宣
巻
、
聴
宣
巻
、
婆
児
女
児
上
僧
院
。
婆
児
要
似
妙
庄
王
、
女
児
要
似
三
公
主（

（1
（

。

　
　（
宣
巻
を
聞
こ
う
、
宣
巻
を
聞
こ
う
、
老
い
も
若
き
も
僧
院
へ
行
こ
う
。
お
婆
さ
ん
は
妙
庄
王
の
よ
う
、
若
い
娘
は
三
公
主
の
よ
う
。）

　「
三
公
主
」
と
は
観
音
出
身
の
伝
説
に
登
場
す
る
妙
庄
王
の
三
公
主
妙
善
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
蘇
州
の
観
音
縁
日
状
況
を
現
し
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て
い
る
。
浙
江
省
海
塩
県
橄
浦
寺
観
音
縁
日
で
は
現
在
で
も
宣
巻
人
（
男
性
）
を
招
い
て
『
妙
音
宝
巻
』
を
宣
唱
し
、
主
な
聴
衆
で
あ
る

女
性
は
夜
通
し
一
緒
に
唱
和
す
る
。

　
観
音
縁
日
と
関
係
が
あ
る
の
は
観
音
の
巡
礼
者
を
乗
せ
る
各
地
の
観
音
参
拝
船
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
浙
江
省
杭
嘉
湖
地
区
の
杭
州
霊

岩
上
天
竺
に
向
う
参
拝
者
と
蘇
州
の
観
音
山
・
穹
窿
山
に
巡
礼
す
る
蘇
南
の
参
拝
者
で
、
当
時
は
夜
行
船
（「
参
拝
船
」「（
香
客
船
）
と

称
す
る
）
を
乗
り
、
数
日
を
費
や
し
て
赴
い
た
。

　
香
客
船
で
行
わ
れ
た
宣
巻
は
、
前
引
す
る
陸
人
龍
の
『
型
世
言
』
第
十
回
「
烈
婦
忍
死
殉
夫
　
賢
媪
割
愛
成
女
」
に
見
ら
れ
る
通
り
で

あ
る
。

　
ま
た
、『
林
公
案
』
第
十
二
回
「
首
凶
正
法
大
快
人
心
　
義
士
探
莊
共
商
良
策
」
に
、

　
　
　
巡
哨
頭
目
喝
道
：「
什
麼
船
？
」
船
伙
計
王
二
接
道
：「
香
客
船
、
到
湖
神
祠
去
做
仏
會
的
。」
原
來
王
二
自
小
在
水
面
上
生
活
、

曉
得
太
湖
梟
匪
規
矩
、
見
船
要
搜
検
査
問
的
。
當
下
那
頭
目
聽
説
香
船
、
一
縱
身
躍
上
船
頭
、
入
艙
査
看
、
瞧
見
香
花
燈
燭
、
一
應

仏
禮
，
信
以
為
真
。

　
　（
巡
回
の
頭
目
が
「
何
の
船
だ
？
」
と
怒
鳴
る
と
、
船
の
番
頭
王
二
が
お
答
え
し
ま
す
、「
香
客
船
で
ご
ざ
い
ま
す
。
湖
神
祠
へ
仏
会

に
参
る
も
の
で
す
。」
も
と
も
と
王
二
は
幼
い
頃
か
ら
水
上
生
活
を
し
て
き
た
の
で
、
太
湖
の
賊
匪
を
取
り
締
る
規
則
を
了
解
し
て

お
り
、
船
を
見
れ
ば
捜
査
検
問
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
頭
目
は
そ
の
時
、
香
船
だ
と
聞
く
と
、
ひ
ら
り
と
身
を
躍
ら
せ
船
先
に

降
り
る
と
、
船
倉
に
入
っ
て
中
を
調
べ
る
こ
と
に
、
香
花
、
燈
燭
を
見
て
、
す
べ
て
仏
礼
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
本
当
だ

と
信
じ
ま
し
た
。）
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と
い
っ
た
や
り
取
り
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
晩
清
の
宣
巻
の
状
況
に
つ
い
て
、
壮
者
の
『
掃
迷
帚
』
第
十
五
回
「
進
香
求
福
堪
笑
冥
頑
　

宣
巻
禳
災
大
傷
風
化
」
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
　
資
生
道
：「
二
位
、
近
來
我
胥
江
省
垣
、
新
添
出
一
種
無
業
遊
民
、
編
造
七
言
俚
語
、
圍
坐
歌
唱
、
名
曰
宣
巻
、
婦
女
最
喜
聽
的
、

人
家
有
壽
誕
疾
病
、
必
招
之
來
家
、
謂
可
禳
災
造
福
。
往
往
男
女
雜
遝
、
夜
聚
曉
散
。
此
輩
近
來
不
獨
在
人
家
演
唱
、
專
一
糾
同
僧

道
尼
姑
、
假
託
神
誕
、
邀
請
婦
女
來
庵
、
借
唸
経
祈
福
之
名
、
為
斂
銭
分
肥
之
計
。
傷
風
敗
俗
、
莫
此
為
甚
。
較
之
道
士
正
場
完

後
、
必
唱
崑
曲
数
出
、
並
不
加
択
、
但
取
各
人
所
長
、
如
『
下
山
』、『
樓
會
』
等
出
、
並
與
那
唱
灘
簧
的
必
唱
『
打
齋
飯
』、『
買
橄

欖
』
等
劇
、
使
内
眷
女
賓
、
環
坐
傾
聴
，
同
一
悪
風
、
可
怪
得
很
。」

　
　（
資
生
は
「
お
二
人
さ
ん
、
近
頃
わ
が
蘇
州
で
は
、
新
た
に
無
業
の
ご
ろ
つ
き
等
が
現
れ
て
、
七
言
の
俗
語
を
な
ら
べ
て
は
、
車
座

に
な
っ
て
歌
っ
て
お
り
ま
す
。
名
は
宣
巻
と
い
い
、
婦
女
た
ち
が
最
も
好
ん
で
聞
く
も
の
で
、
家
で
は
誕
生
日
や
病
気
の
折
に
、
必

ず
彼
ら
を
家
に
招
く
の
は
、
厄
払
い
や
招
福
の
ご
利
益
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
し
ば
し
ば
、
男
女
入
り
乱
れ
て
、
夜
に
集
ま

り
明
け
方
に
お
開
き
と
な
り
ま
す
。
や
つ
ら
は
近
頃
、
人
の
家
で
演
唱
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
僧
や
道
士
や
尼
僧
と
一
緒
に
な
り
、

御
託
宣
に
仮
託
し
て
、
婦
女
を
庵
に
招
い
て
は
、
経
を
唱
え
て
福
を
祈
る
の
を
口
実
に
、
銭
を
集
め
財
を
山
分
け
し
よ
う
と
企
ん
で

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
世
の
風
紀
を
乱
す
の
に
、
こ
れ
よ
り
ひ
ど
い
も
の
は
な
い
。
道
士
が
儀
式
の
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
必
ず
崑
曲

を
数
齣
唱
う
の
と
比
べ
れ
ば
、
決
し
て
あ
れ
こ
れ
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
た
だ
彼
ら
が
得
意
と
す
る
、
例
え
ば
『
下
山
』、『
楼
会
』
な

ど
の
齣
だ
っ
た
り
、
ま
た
灘
簧
を
唱
う
者
は
必
ず
『
打
齋
飯
』、『
買
橄
欖
』
な
ど
の
劇
を
唱
っ
た
り
す
る
。
家
族
や
女
の
客
ら
は
、

車
座
に
な
っ
て
耳
を
傾
け
る
が
、
こ
れ
は
悪
習
を
も
た
ら
す
の
と
同
じ
で
、
と
て
も
怪
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。」）
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以
上
の
よ
う
に
、
江
南
地
域
の
地
方
誌
の
記
録
や
通
俗
白
話
小
説
の
描
写
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
口
承
文
芸
と
し
て
の
宣
巻
の
状
況
を

み
て
き
た
。

四
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
明
末
清
初
か
ら
、
嘉
慶
ま
で
の
間
の
い
わ
ゆ
る
宝
巻
の
「
沈
衰
期
」
に
、
現
存
す
る
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
乏
し
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る

が
、
文
字
テ
キ
ス
ト
が
な
い
ゆ
え
に
、
宝
巻
そ
の
も
の
が
衰
退
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
か
ら
、
明
清
白
話
小
説
の
描
写
、
地
方

誌
、
戯
曲
資
料
や
筆
記
小
説
な
ど
の
記
録
に
基
づ
き
、
宣
巻
は
盛
ん
に
広
汎
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
文
字
に
は
残
さ
れ
な
い
口
承
面
で

宝
巻
物
語
の
創
作
が
行
わ
れ
、
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
宣
巻
者
が
「
聴
衆
」
の
要
請
に
満
た
す
べ
く
、
宣
巻
す
る
と
同
時

に
、
ほ
か
の
芸
能
の
上
演
を
も
行
っ
て
い
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
沈
衰
期
」
と
は
、
宝
巻
が
古
宝
巻
時
代
か
ら
新
宝
巻
時
代
へ
発
展
す
る
転
換
期
だ
と
み
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
民
間
宝
巻

は
明
末
に
す
で
に
、
厳
粛
な
教
派
的
な
も
の
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
、
芸
能
娯
楽
と
し
て
民
間
に
浸
透
し
て
い
た
。
宝
巻
の
変
遷
史
は
、
一
本

の
線
に
沿
っ
た
単
純
な
「
時
代
交
替
」
を
成
し
た
の
で
は
な
く
、
複
線
的
な
流
れ
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
清
末
明
初
か
ら
民
末
に
か
け

て
、
宝
巻
は
小
説･

戯
曲
・
弾
詞･

民
間
伝
説
な
ど
で
知
ら
れ
た
物
語
を
宝
巻
化
す
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
。
口
承
文
芸
と
し
て
様
々

な
故
事
や
民
間
伝
承
を
数
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
聞
き
手
を
満
足
さ
せ
て
い
た
面
が
窺
え
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
「
宣
巻
」
に
つ
い
て
管
見
を
述
べ
た
い
。
現
在
で
は
、「
宝
巻
」
と
言
え
ば
、
一
つ
の
文
学

様
式
と
し
て
固
定
し
た
名
称
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
末
清
初
に
お
け
る
宝
巻
の
流
傳
は
、
テ
キ
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ス
ト
の
ほ
か
に
、
言
語
と
音
楽
に
よ
る
内
容
の
伝
達
と
普
及
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
「
宣
巻
」
で
あ
る
。
従
来
「
宝
巻
の

唱
本
を
宣
講
す
る
（
照
本
宣
読
）」
と
し
か
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
宣
巻
を
、
口
承
文
芸
の
視
点
か
ら
分
析
を
加
え
、
非
文
字
的
な
流
布
に

よ
る
創
作
の
実
態
を
解
明
し
た
。「
宣
巻
」
は
単
な
る
宝
巻
テ
キ
ス
ト
を
宣
唱
す
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
聴
衆
を
引
き
付
け
る
た
め
、
そ

の
好
み
に
合
わ
せ
て
、
宣
講
者
に
よ
る
即
座
の
創
作
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
清
小
説
の
描
写
や
地
方
誌
・
筆
記
小
説
の
記
録
か
ら
確
認
で
き

た
。

　
従
っ
て
、
宝
巻
の
物
語
は
、
文
字
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
く
て
も
宣
唱
さ
れ
、
い
わ
ば
口
承
文
芸
の
一
種
と
し
て
存

在
し
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宣
巻
は
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
宝
巻
を
宣
講
す
る
ほ
か
に
、
非
文
字
的
な
口
承
文
芸
の
一
面
も
看
過
で
き

な
い
と
考
え
る
。
明
末
清
初
の
宝
巻
の
流
傳
は
書
物
ま
た
は
読
物
な
ど
の
文
字
テ
キ
ス
ト
の
み
で
は
な
く
、
口
承
も
伴
っ
た
こ
と
は
、
経

典
と
講
経
、
変
文
と
俗
講
、
話
本
と
説
書
な
ど
の
関
係
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
本
稿
は
科
学
研
究
助
成
費
（
基
盤
研
究C 

課
題
番
号20K

00376

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）	

宝
巻
は
、
成
立
時
期
や
思
想
、
形
態
、
題
材
な
ど
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
分
類
が
可
能
で
あ
る
が
、
筆
者
は
通
俗
文
学
と
関
わ
り
の
深
い
物
語
系
宝
巻
を

研
究
対
象
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
い
う
「
宝
巻
」
も
主
に
こ
れ
を
指
す
。

（
2
）	

宝
巻
文
学
の
担
い
手
や
享
受
者
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
宝
巻
の
流
布
と
明
清
女
性
文
化
」（『
中
国
古
籍
流
通
学
の
確
立
』、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
）

で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
論
旨
の
展
開
の
必
要
の
た
め
、
明
末
清
初
の
民
間
の
宣
巻
活
動
に
関
し
て
、
こ
の
別
稿
と
一
部
重
複
し
た
記
述

が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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（
3
）	

澤
田
瑞
穂
『
増
補
　
宝
巻
の
研
究
』
第
三
章
「
宝
巻
の
変
遷
」
三
七
頁
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
4
）	

こ
こ
で
便
宜
上
、
車
錫
倫
の
説
に
従
っ
て
「
民
間
宝
巻
」
と
呼
ぶ
。
車
錫
倫
『
信
仰
・
教
化
・
娯
楽
：
中
国
宝
巻
研
究
及
其
他
』
一
～
五
頁
「
宝
巻
概

説
」
参
照
。
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
二
年
。

（
5
）	
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
以
上
所
述
（
按
：
教
派
宝
巻
に
つ
い
て
の
概
観
）
統
帰
宝
巻
的
前
期
。
清
同
治
・
光
緒
以
後
、
宝
巻
又
以
一
種
新
的
姿
態
出

現
、
是
為
後
期
。
即
宣
講
宝
巻
已
由
布
道
勧
善
発
展
為
民
間
説
唱
技
芸
之
一
、
宝
巻
也
即
成
為
宣
巻
的
脚
本
。
内
容
也
以
演
唱
故
事
為
主
、
多
数
已
経
是

純
粋
的
文
学
作
品
、
少
数
尚
存
有
宗
教
気
息
。
流
伝
地
区
主
要
為
江
、
浙
一
帯
。」（
李
世
瑜
『
宝
巻
綜
録
』
序
説
一
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）。

ま
た
「
江
浙
諸
省
的
宣
巻
」（『
文
学
遺
産
増
刊
』
第
七
輯
、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
に
も
同
じ
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

（
6
）	

清
康
煕
以
後
、
政
府
厳
厲
鎮
圧
各
地
民
間
教
派
、
民
間
教
派
宝
巻
的
発
展
受
到
遏
制
。
但
在
清
初
、
宣
巻
活
動
已
深
入
南
北
各
地
民
間
社
会
、
成
為
民

衆
信
仰
、
教
化
、
娯
楽
活
動
。
其
流
行
地
域
、
南
方
集
中
於
江
浙
呉
方
言
区
、
北
方
散
布
於
河
北
、
山
東
、
山
西
、
乃
至
辺
遠
的
甘
粛
河
西
走
廊
地
区
。

清
咸
豊
以
後
至
民
国
初
年
、
是
民
間
宝
巻
発
展
的
鼎
盛
期
（
車
錫
倫
『
信
仰･

教
化･

娯
楽
　
中
国
宝
巻
研
究
及
其
他
』
一
、
宝
巻
概
述
二
頁
、『
学
生

書
局
』、
二
〇
〇
二
年
）。

　
　
　
呉
方
言
区
民
間
宣
巻
的
形
成
過
程
、
在
文
献
中
難
以
找
到
直
接
記
述
材
料
。
筆
者
把
它
定
在
清
代
初
年
、
是
因
為
現
在
可
以
看
到
清
代
康
煕
・
乾
隆
年

間
的
這
種
民
間
宝
巻
的
手
抄
本
、
比
如
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
黄
友
梅
抄
『
猛
将
宝
巻
』（
同
上
書
、「
江
浙
呉
方
言
区
的
民
間
宣
巻
和
宝
巻
」
一
二
二

頁
）。

（
7
）	

劉
猛
将
は
太
湖
流
域
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
保
護
神
で
あ
り
、「
猛
将
会
」
あ
る
い
は
「
青
苗
会
」「
青
苗
社
」
と
称
す
る
祭
祀
活
動
が
毎
年
定
期
的
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
猛
将
会
は
「
祝
詞
（
祭
祀
儀
礼
を
執
り
行
う
人
）」
に
よ
っ
て
『
猛
将
神
歌
』
が
唱
わ
れ
る
が
、
大
部
分

の
地
区
で
は
人
々
は
宣
巻
に
よ
っ
て
『
猛
将
宝
巻
』
を
唱
え
る
。

（
8
）	

車
錫
倫
「
江
南
民
間
信
仰
的
劉
猛
将
」、『
中
国
宝
巻
研
究
論
集
』
所
収
、
学
海
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
9
）	

簡
称
『
尋
夫
巻
』。
朱
容
照
原
抄
、
□
子
法
校
訂
（
□
は
判
読
困
難
））「
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
六
月
」
と
い
う
校
訂
者
の
記
か
ら
、
本
書
の
改

編
、
抄
写
は
嘉
慶
六
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
宝
巻
の
中
に
は
、
部
分
的
に
呉
方
言
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
未
知
意
下
若
何
能
（
お
考
え

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
）」「
好
像
晴
天
霹
雷
能
（
青
天
霹
靂
の
よ
う
だ
）」。

（
10
）	

車
錫
倫
「
宝
巻
叙
録
（
三
）
孟
姜
女
宝
巻
」、『
揚
州
師
範
大
学
学
報
』、
一
九
八
八
年
。

（
11
）	

明
嘉
靖
徐
憲
忠
『
呉
興
掌
故
集
』
巻
十
二
「
風
土
類
」
に
よ
る
。
ま
た
、
同
治
『
湖
州
府
志
』
巻
二
九
「
與
地
略
・
風
俗
」
に
も
同
じ
よ
う
な
記
述
が
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み
ら
れ
る
。

（
12
）	

民
国
曹
允
源
等
編
『
呉
県
志
』
巻
五
十
二
下
「
風
俗 

二
」。

（
13
）	
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
六
　
一
〇
七
頁
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
。

（
14
）	
曹
允
源
等
編
『
呉
県
志
』「
風
俗
二
」
巻
五
十
二
下
十
四
葉
、
蘇
州
文
新
公
司
排
印
線
装
本
、
一
九
三
三
年
。

（
15
）	

『
筆
記
小
説
大
観
』
第
二
十
一
冊
三
六
一
頁
下
、
広
陵
古
籍
刻
印
社
（
民
国
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
に
よ
る
）
影
印
、
一
九
八
四
年
。

（
16
）	

清･

張
応
昌
『
清
詩
鐸
』
下
九
〇
三
頁
、
北
京
、
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
六
〇
年
。

（
17
）	

こ
の
小
説
は
、
光
緒
三
十
一
年
（
一
九
〇
五
）、
李
伯
言
の
『
繍
像
小
説
』
第
四
十
三
～
五
十
二
号
に
連
載
さ
れ
、
光
緒
三
十
三
年
（
一
九
〇
七
）
に

商
務
印
書
館
に
よ
る
単
行
本
が
出
版
さ
れ
た
。


